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１．連携体制の構築 

基本理念の実現に向けて本計画を円滑に進めるため、住宅関連団体や有識者等の関係機関

と行政との連携体制を構築します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．進捗管理体制 

本計画における取組は庁内の多くの課に関係するため、策定に関わった関係各課が、必要

に応じて取組や進捗状況に関する協議を行います。協議の内容によっては、専門家や有識者、

住宅関連団体等へのヒアリング等を行います。 

社会状況の変化その他の事由により計画の重要な変更が必要となった場合には、策定検討

委員会の委員等で協議を行い、市民の意向を確認しながら計画の変更を行います。 

 

■連携体制イメージ図 
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３．成果指標等 

（１）成果指標 

それぞれの基本施策に対応した成果指標を以下の通り設定します。 

 

 

 

  

■成果指標 

年 値 年度等 値

2 H25 40.6% H38 60%

3 H25 5.4% -
早期に
解消

3 - -
H29～H38

（累積）
5,200戸

4 - -
H29～H38

（累積）
135件

4,8 - -
H29～H38

（累積）
40回

7 H25 81% H38
おおむね

完了

8 - -
H29～H38

（累積）
300件

7 H25 3.4% H38 6%

※ 耐震化率の「おおむね完了」とは、昭和56年改正の耐震基準を満たさない住宅の割合を減ら
すことにより、耐震化率を現状の81%（H25）から可能な限り100%へ近づけることを指す。

主な
関連
基本
施策

備考

現状 目標

成果指標

※

公営住宅の新規建設、
建替え、 空き家の募集
戸数、 民間住宅の買取
り及び借上げ、 公営住
宅間の住み替え戸数の
合計。
なお、 管理戸数は 「大
分市公営住宅等長寿命
化計画」 において定め
ます。

住宅 ・ 土地統計調査に
よる。

高齢者の居住する住宅の
一定のバリアフリー化率

最低居住面積水準
未満世帯の割合

空き家対策に関する
相談会等の開催回数

住み替え情報バンク
の登録件数

リフォーム実施戸数の
住宅ストックに対する割合

住宅の耐震化率

公共による住宅の
供給目標

「老朽危険空き家等除却促
進事業」 等による老朽危険
空き家等の除却件数

住宅 ・ 土地統計調査に
よる。

「大分市空家等対策計画」
（H29年1月～33年度末）
85 件

「大分市空家等対策計画」
（H29年1月～33年度末）
21 回

「大分市空家等対策計画」
（H29年1月～33年度末）
160 件

「大分市総合計画」
（H31 年度末） 92.5%

住宅 ・ 土地統計調査に
よる。
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（２）モニタリング指標 

それぞれの基本施策に対応したモニタリング指標を以下の通り設定します。モニタリング

指標は原則として目標値を定めずに推移を注視する指標であり、その推移や背景の分析等を

将来的な計画の見直し等に活用します。モニタリング指標の定義については注釈に示します。 

 

 

 

 

 

  

■モニタリング指標 
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４．計画策定の体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画策定の体制 


